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こんなことありますよね

職場でまとめて「ほか弁」で食事を取るとして、その後のプラスチックの弁当ガラを

どうしていますか？

ゴミを小さくするために同じ形のガラは重ねて捨てますよね。この前段階で残飯やお

箸などを別に集めます。そしてガラは「丁寧に洗ってしまう」ことがありますね。これ

はプラスチックごみとして回収するのであれば、絶対にしなくてはいけないことなので

すが、そうではなくゴミとして捨てる場合であれば、水分を拭き取るだけにした方が良

いです。わざわざガスを使ってお湯を出し、汚染した水を下水に流して環境負荷を高め

る必要はありません。しかし最初の人は、汚れたガラをそのまま出すのは気が引けたり、

家庭の皿洗いと同じ感覚で無意識に洗ってしまいます。後の人は、最初の人に倣ってし

まいがちですね。特に日本人は同調圧力が強いので、これまでの慣習を破ることや一人

だけ奇特な行動を取ることに二の足を踏みやすいものです。しかし、です。

ESD

話は変わりますが、ＥＳＤというキーワードがあります。ESD とは、Education for
Sustainable Developmentの略で、「持続可能な開発のための教育」の意味で 2002年に日
本が提唱した考え方です。「国連持続可能な開発のための教育の 10 年」、その後「持続
可能な開発のための教育に関するグローバル・アクション・プログラム」に基づき、主

に教育現場で取り組まれてきました。

「開発のための」という字面から、学校現場では、環境省とか農水省と結びついて「環

境教育」とか「食育」といった取り組みと読み替えられがちなのですが、本来はそれだ

けにとどまらず、これまで学校現場で取り組んできた「平和教育」も「社会的弱者の問

題」も「防災」も「防犯」も、あらゆる教育活動を地球規模で捉え、それぞれの生き方

を考え、持続可能な社会の担い手を育もうというものなのです。

何を隠そう、今から 10年前、私の勤務校が ESDの研究指定を受け、私が研究部長と
して研究発表したという歴史がありまして。…しかし正直、勤務校の周辺にすら広まり

ませんでした。早すぎたんだ…。

SDGs

勤務校の研究発表会に前後した２０１５年に「持続可能な開発のための 2030 アジェ
ンダ（行動計画）」として国連総会で採択されました。１７のゴールがシンプルでカラ

フルなアイコンで示されたことで、考える対象が明確になり、社会的な認知度を向上さ

せることに大いに貢献しています。



原始時代に戻りますか

環境破壊の一翼を担っているエクスキューズとして、「アナタ地球環境を守るために

原始時代の生活に戻りますか」という脅し文句に出会うことがあります。

０か１００かという理論ですね。しかし、そこはそうじゃない、現在の生活水準を極端

に落とすことなく、将来の地球環境も守る（というか人類の歴史を継続させる）ために、

できることはいくつもあるのです。

ThinkGlobal ActLocal

解決のためのキーワードです。グローカルと言われたりもします。世界規模の視点で

様々な問題を知り、考えて、身近なところから行動しようという働きかけのことです。

一人ができることはわずかでも、無力感から諦めるのではなく、たとえ１％でも各個人

が無理なくできることをする。「１００人がわずか１％の努力をする」ことで、「一人を

原始時代の生活に送ることができる」という考え方です。 そしてそれを発信する力も

求められています。一人一人が「できることをすること」、その「考えを周囲に広げる

こと」が大事ということです。

エコロジーとエコノミー

エコロジーは生態系とか環境保全といった意味に使われますが、本来は生態学の意味。

エコノミーは節約とか経済といった意味。どちらの語源も「家」を意味する「オイコ

ス」が頭です。エコロジーはそれに科学（ロゴス）が、エコノミーは管理（ノモス）が、

くっついてえできた言葉です。環境と経済となると、どちらを優先するかと「対立的」

に扱う場面もよく目にしますが、本来は「地球という家を担ぐ両輪」といえるでしょう。

私自身は

環境問題には、以前から意識があるつもりです。ですが一方、現代人として消費型社

会にがっつりと取り込まれていて、意識と行動が一致しているわけではありません。

家を建てるなら太陽光パネルの屋根に敷き詰めた住宅に住み、発電した電気で自動車

をはじめとするエネルギーをまかない…なんてことを考えていたわけですが、現実には

マンション住まいで発電には寄与していないし、クルマは乗り回すし、家庭内では電気

・ガス・水を使いまくる生活が前提となっているわけです。

直近、車中心の生活をやめ、行動は公共交通機関とペダル付き電動バイクを使ってい

ます。私の場合は、エコロジーを優先させたというよりはエコノミー寄りの原因が大き

いのですが、結果的にこの部分だけでも地球環境に優しいエコな生活になりました。こ

れは理科の教員として、普段から喧伝していることとの言動一致であるので、ちょっと

誇らしげでありますし、正直、胸をなで下ろす気持ちもあります。

アタマの部分で書いた問題には、理科の教員という立場を利用して、水分だけ拭って

重ねましょうと言い続けています。まぁ４～５回、周囲に言えば定着するものですね。


